
 

 

 

 

 

 

2019 年 6 月 28 日 

 

ミサワホームグループの社員が 

第６1 次日本南極地域観測隊に参加 

○ミサワホームグループからは 12 期連続、累計 17 名で観測隊に参加 

○今年完成予定の「基本観測棟 ※ 1」に放球デッキ ※ 2 を建設 

 

 ミサワホームグループの社員である鈴木聡（すずきさとし）が、第61次日本南極地域観測隊員

に選任されました。大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所（以下、極地

研究所）の所員として、11月下旬に南極昭和基地に向けて出発します。今回の選任によりミサワ

ホームグループからの日本南極地域観測隊への参加隊員数は累計17名、第50次から12期連続の

参加となります。   
  

南極地域観測は、南極条約に基づき、国際協力のもと国が実施する事業の一つです。1957年

以来、60年以上にわたって実施され、日本の活動拠点となる南極昭和基地では、超高層物理学、

気象学、雪氷学、生物学、地学など幅広い分野で研究活動が続けられています。 

観測隊は、夏季の3ヶ月間滞在する夏隊と一年超にわたり滞在する越冬隊があり、それぞれ研

究観測や定常観測などを担当する「観測系」隊員と基地の設備や生活の維持を担当する「設営系」

隊員で構成されています。限られた人数で基地運営をする必要があるため、隊員はいずれも各分

野の専門家であることが求められます。 

このたび「設営系」の越冬隊員として同観測隊に参加する鈴木は、2015年にミサワホームが

受注し、今年完成予定の「基本観測棟」に付帯する放球デッキの建設工事を行います。建設経験

のある隊員が少ない中、鈴木は越冬隊員の中で唯一の建築・土木担当であり、滞在期間中の工事

を主導していきます。新たな放球デッキは、既存のデッキに比べ、約1.5倍の大きさで全長18ｍ

と大規模なものになります。デッキの完成により、これまで気象棟と離れて設置されていた放球

棟が「基本観測棟」に集約されることで、効率的な気象観測が可能になります。その他、既存の

建物や設備のメンテナンス等を行います。 

同観測隊は11月下旬に日本を出発し、オーストラリアのフリーマントルで南極観測船「しらせ」

に乗船後、昭和基地に向かいます。このたび選任された鈴木は、現在活動中の第60次越冬隊から

業務を引き継いで活動し、2021年春に帰国予定です。 
   

ミサワホームは、今後も専門技術を有する社員の派遣等を通じて南極観測活動に協力していき

ます。今回観測隊員に選ばれた鈴木には、ミサワホームグループの代表として、また南極地域観

測におけるナショナルチームの一員としての誇りを持ち、任務を遂行してくれることを期待して

います。 

ミサワホーム株式会社 〒163-0833 東京都新宿区西新宿 2-4-1 Tel.03(3349)8088（広報直通） 

※2 気象観測のため、センサーを取り付けたゴム気球を空に放つことによって際に使うデッキ 

※1 現在の気象棟・地学棟・電離層棟・環境科学棟・放球棟等を統合した観測棟 



■隊員プロフィール 

○鈴木聡（すずきさとし） 

1998年4月ミサワセラミックス(株)（現テクノエフアンドシー株式

会社）に入社。大工として12年の経験があるほか、生産設備やインフ

ラ等のメンテナンスに従事した経験もあり、電気設備や機械設備等に

も精通しています。プライベートでは、3児の父で子供たちに誇れる

父親になりたいという思いで、参加を志願しました。 
 

 

 

■ 南極とミサワホーム 

ミサワホームは1968年の「第10居住棟」以降、日本南極地域観測隊の活動や生活を支える

建物を受注し、その実績は累計36棟、延床面積約5,900㎡になります。建物に採用されている

木質接着複合パネルは、徹底した品質管理体制の下、外装、断熱材、内装があらかじめ艤装さ

れ、南極昭和基地での夏場の限られた建設期間で、建築経験のない隊員でも短工期で施工でき、

厳しい南極の気候に耐え続ける性能が特長です。過酷な環境下で培われてきた技術やノウハウ

は日本でもいかされており、居住棟に用いられているものと同じ120mmの厚さの木質接着複

合パネルを採用した新構法「センチュリーモノコック」を2017年に4月に開発、販売しました。 

また、全国の学校生活協同組合や教育関連団体と連携し、極地研究所の協力を得て、南極地

域観測隊に参加した社員らが講師となり、小・中学校を中心に授業を実施する教育支援プログ

ラム「南極クラス※」を2011年から開催しています。生徒には、遥か遠くの南極の世界を身近

に感じてもらうとともに、将来の夢や希望を持つこと、お互いに支えあいミッションを達成し

ていくチームワークの大切さなどを伝えています。昨年度までに、延べ1,497校で15万9千人

以上を対象に開催しており、今年度も全国で実施中です。 

 

 

 

 

 

以 上 

 

  ＊この件に関する問い合わせ先＊ 

ミサワホーム㈱ 経営企画部 コーポレートコミュニケーション課 奥本博之 横田義史 

TEL：03-3349-8088／FAX：03-5381-7838  

E-mail：Yoshifumi_Yokota@home.misawa.co.jp 

※南極クラス：http://www.eco.misawa.co.jp/antarctic-class/ 

※南極に生息するクリオネをイメージした鈴木隊員のキャラクター ※ 

「基本観測棟」 外観イメージ 


